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中山間地域の高齢者が最期まで地域で暮らし続けるための
「思い」に関する文献検討

Ⅰ．はじめに

　日本の 65 歳以上人口は 2023 年に 3,623 万人となり高
齢化率は過去最高の 29.1％となった１）. そのような中，
自宅で最期を迎えたいと思っている高齢者は全体の半数
以上もいる２）にも関わらず，自宅で亡くなる人は 17％
にとどまっており３），日本社会の重要な課題となってい
る .
　全国の自治体別に在宅医療に関する統計調査等のデー
タを再集計および集約した「在宅医療にかかる地域別
データ集」４）によると，自宅死亡割合には地域差がある
ことが明らかになっており，人口密度が高く医療機関へ
のアクセスが容易で自宅での看取りを支援する体制整備
が整っている市町村は，自宅死亡割合が高くなる傾向が
ある５）ことも明らかになっている．したがって，今後の

地域医療の提供体制整備においては地域差を考慮した対
応が求められているが，十分な対応がとられているとは
言い難い．
　山深い場所に位置している中山間地域は国土の約 7 割
を占め，少子高齢化や人口減少に伴う課題に直面してい
る．地域における暮らしは，隣家や店舗が近くに無く，
道路の勾配が急であったり，冬季には積雪や路面凍結が
あるなど移動に困難を生じることが多く６），住民が日常
生活を送る上で不便な地域環境と言われている．そのよ
うな山村過疎地域における高齢者の看取り支援は，終末
期ケアにふさわしい環境整備が整っておらず，介護する
家族の支えと訪問診療および訪問看護のさらなる普及の
必要性が報告７）されている．
　高齢者の日常生活は文化的価値観に影響を受ける８）

と言われている．そのため，地域に暮らす人々を支援す
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中山間地域における看取り支援を行う上で必要なことは，その地域で生活している高齢者の文化的
価値観をケアに反映させることである．本研究は，中山間地域に在住する高齢者が最期まで地域で
暮らし続けるための「思い」について，文献検討で明らかにすることを目的とした．分析対象は中
山間地域に在住する高齢者が最期まで地域で暮らし続けるための「思い」に関して記述されている
17文献とした．17文献を分析した結果，24コード，10サブカテゴリー，4カテゴリーが抽出された．
中山間地域に在住する高齢者が地域で暮らし続けることへの思いを表すカテゴリーは，【不便な生
活環境】【価値ある地域での暮らし】【限られた人とのつきあい】【子どもとの関係性保持】であった．
中山間地域の高齢者は，不便な環境と理解しながらも，他者に迷惑をかけることなく最期まで地域
で暮らし続けたいという思いを抱いていることが明らかになった . 中山間地域における高齢者の看
取り支援においては，高齢者への訪問看護等の在宅医療サービスの有効活用に関する情報提供の効
果的な方法について検討する必要がある．

中山間地域（hilly and mountainous areas），高齢者（older adults），暮らし（living），
思い（feelings）
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る看護師は，住民の暮らしや考え方の背景となっている
文化的価値観の理解に努めることが必要９）とされてい
る . つまり，看護師が中山間地域における看取り支援を
行う上で重要なことは，看取りプロセスに適したケア方
法を理解するだけでなく，その地域で生活している高齢
者の文化的価値観をケアに反映させることである．
　中山間地域で暮らす高齢者に関する先行研究では，後
期高齢者の文化的視点を含めた個人エンパワメントの様
相を明らかにし，看護職として後期高齢者自身が力を発
揮できるように支援することの重要性が報告 10）されて
いる . その他には，要介護高齢者の医療福祉ニーズ 11），
住民の福祉ニーズ調査 12），専門職がとらえた介護高齢者
の医療福祉ニーズ 13）など医療や福祉ニーズに関する報
告が多く，高齢者が中山間地域で最期まで暮らし続ける
ことに対する考えや価値観に着目した研究は見当たらな
い。
　そこで，中山間地域における高齢者の価値観を看護師
の看取りケアに反映させる基礎資料とするために，中山
間地域に在住する高齢者が最期まで地域で暮らし続ける
ための「思い」について，文献検討で明らかにすること
を目的とした．

Ⅱ．研究目的

　中山間地域に在住する高齢者が最期まで地域で暮らし
続けるための「思い」について，文献検討で明らかにす
ることである．

Ⅲ．研究方法

1．対象文献の選定
　本研究は日本の中山間地域に在住する高齢者を対象と
した研究であるため，対象となる文献は国内のものに限
定し選定した．文献の選定は，医中誌 Web 版（以下，
医中誌と略す）のデータベースを用いて，2000 年から
2024 年 7 月現在までに発行された文献を検索した．検
索語は「中山間地域」として，会議録および解説・特集
を除外した本文ありの原著論文であることで絞り込み，
130 件が抽出された．次に，これらの文献のタイトルお
よびアブストラクトに医療福祉サービスの専門職の捉え
ている高齢者の「思い」も含めた中山間地域に在住する
高齢者が最期まで地域で暮らし続けるための「思い」に
関する記述がある 69 件に絞り込んだ．さらに，これら
の文献の結果および考察に，中山間地域に在住する高齢
者が最期まで地域で暮らし続けるための「思い」につい
て記述されている 17 文献を分析対象とした．

2．用語の操作的定義
　1）思い
　「思い」とは，高齢者が中山間地域で最期まで暮らし
続けるために「受けとめていることや感じていること」

とした．

3．分析方法
　分析対象になった文献については，表題，発行年，筆
頭著者，研究対象，研究方法について整理した．次に，
質的研究は，論文を精読して結果および考察より中山間
地域に在住する高齢者が最期まで地域で暮らし続けるた
めの「思い」に関する記述を抽出した . 量的研究は，中
山間地域に在住する高齢者が最期まで地域で暮らし続け
るための「思い」に関わる質問項目に対する結果および
考察より「思い」に関する記述を抽出した . さらに，質
的研究および量的研究より抽出した記述部分が忠実な意
味内容を表すように全文より補った．次に，抽出した各
記述間の類似点や相違点に着目しながら論文間の比較検
討を行い，意味内容を損なわないように要約してコード
化し，共通するコードをまとめてサブカテゴリーとし，
サブカテゴリーをまとめてカテゴリーを生成した．な
お，サブカテゴリーおよびカテゴリー化する際には，地
域看護に精通した研究者にスーパーバイズを受け，妥当
性の確保に努めた．

Ⅳ．倫理的配慮

　本研究は文献に記述された内容をデータとしているた
め，人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理
指針に基づく倫理的配慮を要する研究には該当しない．
本研究で使用した文献は，著作権に留意し，本文中に引
用したことを明記するとともに引用文献として記載し
た．

Ⅴ．結果

1．中山間地域に在住する高齢者が最期まで地域で暮ら
し続けるための「思い」に関する文献の概要
分析した文献の概要を「表 1」に示す．
　対象文献を整理した結果，研究対象は中山間地域に居
住する高齢者を含めた住民が 13 件，医療福祉サービス
の専門職が 4 件であり，研究方法は量的研究が 7 件，質
的研究が 9件，量的・質的研究が 1件であった．
 
２．中山間地域に在住する高齢者が最期まで地域で暮ら
し続けるための「思い」
　対象文献のデータ内容を分析した結果，中山間地域に
在住する高齢者が最期まで地域で暮らし続けるための
「思い」として，24 コード，10 サブカテゴリー，4 カ
テゴリーが抽出された．中山間地域に在住する高齢者が
地域で暮らし続けることへの思いを表すカテゴリーは，
【不便な生活環境】【価値ある地域での暮らし】【限られ
た人とのつきあい】【子どもとの関係性保持】であった．
以下，カテゴリーは【　】，サブカテゴリーは《　》，コー
ドは「　」，文献番号はコード末尾に（　）で示す．
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1）【不便な生活環境】
　【不便な生活環境】は，《移動の負担が大きい》《医療
福祉サービスの支援が不足している》《要介護状態での
生活継続は難しい》で構成されていた．《移動の負担が
大きい》では，中山間地域での生活に対して高齢者は「公
共交通機関の利便性が悪い（6・9）」こともあり，自身
で移動する手段を確立しているものの「高齢になるほど
自分で運転をすることが難しくなる（2・14）」こともあ
り，「通院費用がかかってしまう（6・9）」と感じていた .《医
療福祉サービスの支援が不足している》では，中山間地
域の高齢者は「地域内に医療資源が少ない（9・16）」「近
くに医療機関が少ないため早期に受診ができない（16）」
と感じていた．《要介護状態での生活継続は難しい》で
は，中山間地域の高齢者は「介護の担い手になる子世代
が都市部で離れて生活している（2・7・13）」こともあり，
「要介護状態になれば生活を維持するのが難しい（2）」
や「自立して生活していくには限界がある（3・17）」と
感じており，最終的に「他者の支援が必要になれば病院
や施設に入りたい（4・7・16）」という思いを抱いていた .

2）【価値ある地域での暮らし】
　【価値ある地域で暮らし】は，《地域での生活は精神的
安定につながる》《地域での生活に満足している》《努力
して地域の規範を守る》で構成されていた .《地域での
生活は精神的安定につながる》では，中山間地域の高齢
者は「農業に従事することが生きがいにつながる（12・
14）」と感じており，地域での暮らしを「この地域で生
きることが精神的健康を豊かにしている（17）」という
思いを抱いていた．《地域での生活に満足しているでは，
「衰えを感じながらも現状の生活に満足している（7・
10・14）」や「これからもこの地域で生活を継続してい
きたい（2・4）」という思いを抱いていた．《努力して地
域の規範を守る》では，中山間地域の高齢者は住民とし
て「努力して地域の規範を守る（11）」という思いを抱
いていた．　

3）【限られた人とのつきあい】
　【限られたひととのつきあい】は，《隣人との最低限の
つきあい》《他者に迷惑をかけない生活がしたい》で構

24 
 

 

 

表 1  中 山 間 地 域 に 在 住 す る 高 齢 者 が 最 期 ま で

地 域 で 暮 ら し 続 け る た め の 「 思 い 」 に 関 す る

文 献 の 概 要  

番号 タイトル 発行年
著者

(筆頭)
研究対象 研究方法

1
中山間地域における高齢者の健康寿命を
支える地域保健福祉の基盤づくりに関す
る研究

2006 太湯　好子
富山地域の中山間地域の65歳
以上の住民 55世帯79名

質問紙調査
インタビュー調査

2
中山間地域再生に向けた健康福祉コンビ
ニ構想の有効性の検討-第2報:小規模・
高齢者集落の課題-

2008 後藤　みゆき
山口県の中山間地域4集落に
住む16戸の高齢者世帯

聞き取り調査

3
農村地域に暮らす高齢者の高齢者の生活
ニーズとソーシャルサポートの検討

2008 小林　恵子
高齢者へのサービス提供者
（豪雪・中山間過疎地域11名
と都市近郊農村地域8名）

グループインタ
ビュー

4
中山間地域再生に向けた健康福祉コンビ
ニ構想の有効性の検討-第1報:生活者の
健康実態からの考察

2008 田中　マキ子
山口県の中山間地域4集落に
住む16戸の高齢者世帯

質的記述的研究

5
中山間地域に居住する高齢者の地域生活
とQOL評価の関係

2011 三宮　基裕
中山間地域に居住する高齢者
30名

ヒアリング調査

6
新潟県中山間地域に暮らす高齢者の通院
手段と関連要因

2011 藤川　あや
新潟県の中山間地域の65歳以
上の単身もしくは高齢者のみ
の世帯の高齢者156名

ヒアリング調査

7
中山間地域の高齢者に対する健康支援の
課題

2012 後藤　みゆき
健康相談に参加した住民(高
齢者)４名

質的記述的研究

8
高齢者の日常生活状況に関与する各種要
因の解析　第Ⅰ報

2015 杉浦　正士
三河中山間地域の65歳以上の
住民4,149名

質問紙調査

9
中山間地域で暮らす要介護高齢者の医療
福祉ニーズに関する研究

2015 鈴木　裕介
介護支援専門員・社会福祉士
11名

質的記述的研究

10
中山間地域に居住する高齢者の健康関連
QOLの実態

2015 中津井　貴子
山口県の中山間地域の65歳以
上の住民28名

質問紙調査

11
中山間地域に暮らす後期高齢者の個人エ
ンパワメントの様相

2015 松谷　ひろみ
75歳以上の中山間地域住民23
名、保健師1名、公的施設職
員2名

エスノグラフィー

12
高齢者の日常生活状況に関与する各種要
因の解析　第Ⅱ報

2016 杉浦　正士
三河中山間地域の65歳以上の
住民4,149名

質問紙調査

13
過疎・高齢化が進む中山間地域の訪問看
護ステーション管理者が求める支援ニー
ズ

2016 李　錦純
訪問看護ステーション管理者
12名

質的記述的研究

14
中山間地域で暮らす要介護高齢者の医療
福祉ニーズの現状

2017 鈴木　裕介
高知県の中山間地域の住民
196名

質問紙調査

15
中山間地域における高齢者の被援助志向
性の社会的要因

2018 矢嶋　裕樹
岡山県の中山間地域の住民
731名

質問紙調査

16
中山間地域で暮らす要援護高齢者が「で
きる限り在宅生活を継続する」ための要
件

2019 石橋　文枝
島根県の中山間地域の居宅介
護支援専門員6名

質的記述的研究

17
中山間地域における限界集落で暮らし続
ける独居高齢者の生を支えるプロセス

2021 村上佳栄子
京都府の中山間地域の限界集
落に居住する独居高齢者5名

GTA
 

 

 

 

 

　表 1 . 中山間地域に在住する高齢者が最期まで地域で暮らし続けるための「思い」に関する文献の概要
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成されていた .《隣人との最低限のつきあい》では，中
山間地域の高齢者は「地区内の隣人との付き合いは深く
ない（2・4・10・11）」「日常生活で会話できる存在がか
なり重要（8）」と受けとめており，「福祉サービスを受
けていることを知られたくない（9）」と感じていた．《他
者に迷惑をかけない生活をしたい》では，中山間地域
の高齢者は「深く関わることは他者にとって迷惑である
（9）」と受けとめており，「他者に頼らないで自立して
生活をしたい（1・7・15）」「自立した生活を継続するた
めに自分の健康が重要である（7）」という思いを抱いて
いた .
　
4）【子どもとの関係性保持】
　【子どもとの関係性保持】は，《安心して暮らすために
子どもの情緒的支援が必要》《子どもに迷惑をかけたく
ない》で構成されていた . 《安心して暮らすために子ど
もの情緒的支援が必要》では，中山間地域の高齢者は「子
どもには情緒的なサポートをして欲しい（7）」や「離れ
て暮らす子どもの帰省が生活に安心感を与える（2・5）」

と感じており，高齢者は「困りごとの相談ができる子ど
もの存在が重要である（7）」という思いを抱いていた．
《子どもに迷惑をかけたくない》では，中山間地域の高
齢者は「子どもに迷惑をかけたくない（7）」という思い
を抱いていた .

Ⅵ．考察

1．中山間地域に在住する高齢者が最期まで地域で暮ら
し続けるための「思い」について
　中山間地域に在住する高齢者が最期まで地域で暮らし
続けるための「思い」について，以下カテゴリー別に考
察する .
1）不便な生活環境
　中山間地域における生活は，隣家や店舗が近くに無
く，道路の勾配が急であるとともに，冬季の積雪や路面
凍結により移動に困難が生じる地区が多いため生活の維
持が困難な状況が多い６）と言われている．また，中山間
地域のような過疎地域の高齢者の身体能力が低下するこ
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表 2  中 山 間 地 域 に 在 住 す る 高 齢 者 が 最 期 ま で

地 域 で 暮 ら し 続 け る た め の 「 思 い 」  

カテゴリー サブカテゴリー コード【文献No】

公共交通機関の利便性が悪い【6・9】

通院費用がかかってしまう【6・9】

高齢になるほど自分で運転をすることが難しくなる【2・14】

地域内に医療資源が少ない【9・16】

近くに医療機関が少ないため早期に受診ができない【16】

要介護状態になれば生活を維持するのが難しい【2】

自立して生活していくには限界がある【3・17】

介護の担い手になる子世代が都市部で離れて生活している【2・7・13】

他者の支援が必要になれば病院や施設に入りたい【4・7・16】

農業に従事することが生きがいにつながる【12・14】

この地域で生きることが精神的健康を豊かにしている【17】

衰えを感じながらも現状の生活に満足している【7・10・14】

これからもこの地域で生活を継続していきたい【2・4】

努力して地域の規範を守る 努力して地域の規範を守る【11】

地区内の隣人との付き合いは深くない【2・4・10・11】

日常生活で会話できる存在がかなり重要【8】

福祉サービスを受けていることを知られたくない【9】

深く関わることは他者にとって迷惑である【9】

他者に頼らないで自立して生活をしたい【1・7・15】

自立した生活を継続するために自分の健康が重要である【7】

子どもには情緒的なサポートをして欲しい【7】

離れて暮らす子どもの帰省が生活に安心感を与える【2・5】

困りごとの相談ができる子どもの存在が重要である【7】

子どもに迷惑をかけたくない 子どもに迷惑をかけたくない【7】

子どもとの関係性

保持

他者に迷惑をかけない生活がしたい

不便な生活環境
医療福祉サービスの支援が不足している

要介護状態での生活継続は難しい

移動の負担が大きい

安心して暮らすために子どもの情緒的支援が必

要

価値ある地域での

暮らし

限られた人とのつ

きあい

隣人との最低限のつきあい

地域での生活は精神的安定につながる

地域での生活に満足している

 

 

 

 

 

 

表 2. 中山間地域に在住する高齢者が最期まで地域で暮らし続けるための「思い」
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とは，公共交通機関の利用阻害の大きな要因になると報
告 14）されているため，中山間地域に在住している高齢
者は加齢のため自身の移動手段が使えなくなることへの
将来的な不安を感じていると考えられる．

2）価値ある地域での暮らし
　中山間地域に在住している高齢者は，現在の暮らしが
住みやすい環境といえないことを理解しているにも関わ
らず，地域での生活に満足し，この地域で暮らし続ける
ことを望んでいた．また，中山間地域に在住している高
齢者は，生活のしづらさも含めてこの地域で生活するこ
とに生きがいを感じていた．中山間地域の高齢者の生き
がいについては分析結果より「農業に従事できる」こと
があげられていた．中山間地域で暮らす高齢者の農業へ
の思いについて，高齢者にとっては畑を守ることが使命
であり生きがいにつながっている 15）と述べられている．
さらに，過疎化が進む地域の高齢者にとっての農作業と
生きがいの関連については，農作業による運動機会と農
作物の育成と成長を確認できることが自身の精神心理的
な健康に影響すると述べられている先行研究 14）もある．
　中山間地域の高齢者は地域で暮らし続ける上で「努力
して地域の規範を守る」という思いがあった．地域の規
範を守ろうとする中山間地域の住民特性について，中山
間地域住民の伝承に関する民俗学の先行研究によると，
地域には伝統的な共同体秩序である「隣保共助」の精神
と全村一致の組織化があると説明されている 16）．つま
り，中山間地域の高齢者が地域で暮らし続ける上で抱い
ている「規範を守る」意識の背景には，中山間地域特有
の共同体秩序の存在を示しており，伝統的な規範を守る
ことの必要性が中山間地域で暮らし続ける高齢者に継承
されていると考えられる .
　以上のように，中山間地域に在住している高齢者は農
業に従事できることを含めた地域での暮らしに満足し，
伝統的な規範を守りながらも地域に暮らし続けることに
価値を見いだしていることが明らかになった．

3）限られた人とのつきあい
　中山間地域における高齢者の人間関係については，隣
人と深い関係性を望んでいなかった．中山間地域は一般
的に近所づきあいが濃密であり相互扶助が機能している
14）とされており，地域で生活している人々にとっては地
域の人々との助けあいは，なくてはならない生活の一部
となっている 17）と述べられてきた．しかし，今回の分
析結果では，高齢者は「地区内の隣人との付き合いは深
くない」「深く関わることは他者にとって迷惑である」
としており，他者に頼らず生活するために自立した生活
を願っていた．つまり，中山間地域の高齢者は意図的に
人づきあいを避けていることも考えられる．なお，意図
的に社会的孤立を選択した高齢者の特徴には，現病歴や
既往歴が無いものの，高年齢で身体機能が不良になると
いう特徴があること 12）が明らかになっている．

4）子どもとの関係性保持
　中山間地域に在住する高齢者は，自分の子どもに対し
て「安心して暮らすために子どもの情緒的支援が必要」
という思いを抱いており，隣人との関係構築の代わりに
離れて暮らす子どもとの関係性を大切にしていた．中山
間地域で生活する人々は，自分のことが自分でできなく
なった状態や終末期には子ども達にみてもらいたいとい
う気持ちを抱いている 17）と言われている．しかし，高
齢者は「子どもに迷惑をかけたくない」という思いも抱
いていた．高齢者の「迷惑をかけたくない」という思い
には，迷惑をかけたくない対象と良好な関係を保ち，情
緒的なサポートを得たいという願いがある 18）と述べら
れている．つまり，中山間地域に在住する高齢者は地域
で最期まで暮らし続ける上で，子どもの情緒的な支援を
得る必要があると思っており，そのためにも子どもとの
良好な関係性を保持したいと願っていると考えられる．

2．中山間地域における高齢者の看取り支援の課題
　本研究結果より，中山間地域では医療資源が不足し早
期の受診行動が取れないという思いを抱く高齢者の存在
が示された．中山間地域における在宅医療の現状とし
て，在宅医療サービスの遠距離移動や医療機関への距離
が遠いこと 19）が述べられており，移動に対して困難感
を感じている中山間地域の高齢者の認識は間違ってはい
ない．しかし，医療資源が不足し早期の受診行動が取れ
ないと考えている高齢者は，自身の健康状態が悪化して
から受診することが予測できる．また，中山間地域にお
いては，症状の悪化や身体機能の低下を防ぐ上での医療
受診行動の重要性と予防目的の訪問看護の認知度の低さ
について述べている先行研究 20）もある．特に，中山間
地域の要援護者は介護保険の情報不足や知識不足による
影響で在宅生活を困難にしている実状がある 21）ことも
明らかになっている . 中山間地域の高齢者は，最期まで
地域で暮らし続けることができるとは思っておらず，要
介護状態になれば生活を継続することは難しいと感じて
いる．つまり，中山間地域で暮らす高齢者は希望と諦め
の感情を抱いて生活しているため，訪問看護等の在宅医
療サービスの有効活用に関する情報提供方法についても
検討する必要がある .

Ⅶ．結論

　本研究では，中山間地域に在住する高齢者が最期まで
地域で暮らし続けるための「思い」について明らかにす
ることを目的に文献検討を行った．高齢者が中山間地域
で最期まで暮らし続けるための「思い」とは，【不便な
生活環境】【価値ある地域での暮らし】【限られた人との
つきあい】【子どもとの関係性保持】であった．中山間
地域の高齢者は，不便な環境と理解しながらも，他者に
迷惑をかけることなく最期まで地域で暮らし続けたいと
いう思いを抱いていることが明らかになった .
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Ⅷ．本研究の限界と課題

　本研究の対象文献は 17 件であるため，中山間地域に
在住する高齢者が最期まで地域で暮らし続けるための
「思い」として一般化するには注意が必要である．今後，
より実践的な中山間地域の看取り支援方略を検討するた
めには，対象となる高齢者の健康状態や家族形態および
地域固有の風土を明確に設定した上で検証を深めていく
必要がある．

　本研究は，科学研究費助成事業「基盤研究（C）」（課
題番号 20K11117）の助成を受けて行われました．
　利益相反：本研究における利益相反（COI）は存在し
ない
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It is important to reflect on the values of older adults when giving end-of-life care in hilly and 
mountainous areas. This study conducts a literature review to clarify older adults’ thoughts 
about continuing to live in these remote areas until the end of their lives. The analysis examined 
17 studies that described the thoughts of older adults living in hilly and mountainous areas and 
extracted 24 codes, 10 subcategories, and four categories. The categories included “Inconvenient 
living environment,” “I want to continue living in the area,” “Interaction with a limited 
number of people,” and “My children’s presence is key.” The results showed that older 
adults living in hilly and mountainous areas understand that they live in an inconvenient 
environment; nevertheless, they wish to continue living in these remote areas until the end 
of their lives without causing trouble for other people. End-of-life care for older adults in hilly 
and mountainous regions should consider functional ways to provide older adults with relevant 
information on the effective use of home-based healthcare services such as home nursing.
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